
Ｃ 結晶構造

結晶構造とは・・・（物質内の原子やイオンの配列 ）

結晶格子とは・・・（配列の基本単位となる１ブロック）ブロック塀の中の１ブロック

≪金属の結晶構造≫

名 称 体心立方格子 面心立方格子 六方最密充填

構 造

(下図は

原子の

中心点

を表す)

角に １/８×８＝ １個 角に １/８×８＝ １個 角に１/６×１２＝２個
格子内 中心に３個

中心 １個 面に １/２×６＝ ３個 面に１/２×２＝１個
原子数

合計 ２個 合計 ４個 合計 ６個

隣接する ８個 １２個 １２個
原子数

金属例 Ｎａ、Ｋ、Ｂａ、Ｆｅ Ａｌ、Ｃｕ、Ａｇ Ｍｇ、Ｚｎ

≪その他の物質≫ （例 塩化ナトリウム ＮａＣｌ） （●はＮａ、○はＣｌを表す）

〔ＮａＣｌの結晶構造〕（単純立方格子）

Ｎａ ●の数 Ｃｌ ○の数

角に １/８×８＝ １個 辺に １/４×１２＝３個
面に １/２×６＝ ３個 中心に １個

合計 ４個 合計 ４個

Ｎａの数 ： Ｃｌの数 ＝ ４：４ ＝ １：１

⇒格子内の原子の比は、その物質の成分元素の比と同じ

Ｎ.Ｏ.１６
≪原子半径の求め方≫ （隣接する原子に着目すること！）

(１) 面心立方格子の場合
原子の半径をｒ、格子の１辺の長さをａとする。

格子のひとつの面に隣接する原子に着目する。

△ＯＡＢで三平方の定理を用いて

(４ｒ)２ ＝ ａ２＋ａ２

１６ｒ２ ＝ ２ａ２

８ｒ２ ＝ ａ２

ｒ２ ＝ ａ２／８

ｒ ＝ ａ／２√２ ⇒ ｒ ＝ √２ａ／４

(２) 体心立方格子の場合

格子の中心に隣接する原子に着目する。

格子の底面の△ＯＡＢに三平方の定理を用いて

(ＡＢ)２ ＝ ａ２ ＋ ａ２

＝ ２ａ２ … ①

格子内の△ＡＢＣに三平方の定理を用いて

(４ｒ)２ ＝ (ＡＢ)２ ＋ ａ２

(ＡＢ)２ に①を代入して

１６ｒ２ ＝ ２ａ２ ＋ ａ２

＝ ３ａ２

ｒ ＝ √３ａ／４

≪充填率の求め方≫ 充填率・・・格子内の原子の体積の割合

格子内の原子の体積
充填率（％） ＝ × １００

結晶格子の体積

面心立方格子の場合 体心立方格子の場合

原子１個の体積は４πｒ３／３ 原子１個の体積は４πｒ３／３

面心立方格子は格子内に原子が４個 体心立方格子は格子内に原子が２個

上の(１)式で ｒ ＝ √２ａ／４ 上の(２)式で ｒ ＝ √３ａ／４
⇒ ａ＝４ｒ／√２…① ⇒ ａ＝４ｒ／√３…②

結晶格子の体積は ａ３ だから 結晶格子の体積は ａ３ だから

充填率＝(４πｒ３／３×４) ／ ａ３ 充填率＝(４πｒ３／３×２) ／ ａ３

これに①式を代入すれば、 これに②式を代入すれば、

充填率は、７４％ 充填率は、６８％
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